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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第32期

第１四半期累計期間
第33期

第１四半期累計期間
第32期

会計期間
自　2022年１月１日
至　2022年３月31日

自　2023年１月１日
至　2023年３月31日

自　2022年１月１日
至　2022年12月31日

売上高 （千円） 262,102 305,762 1,084,998

経常利益 （千円） 7,869 19,369 36,909

四半期（当期）純利益 （千円） 4,099 11,769 21,184

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 284,380 285,030 285,030

発行済株式総数 （株） 935,200 941,700 941,700

純資産額 （千円） 880,202 817,076 805,545

総資産額 （千円） 1,280,307 1,125,844 1,129,910

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 4.43 13.05 22.94

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） 4.22 12.72 22.40

１株当たり配当額 （円） － － －

自己資本比率 （％） 68.7 72.5 71.3

（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．持分法を適用した場合の投資利益については、当社は関連会社を有していないため記載しておりません。

３．１株当たり配当額については、配当を実施していないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会

社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　なお、新型コロナウイルス感染症の感染拡大による事業への影響については、今後も注視してまいります。

 

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

（１）経営成績の状況

　当第１四半期累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症による行動制限が緩和され国内の

経済活動の回復の兆しが見える一方で、国際情勢は不透明な状態が続いております。このような経営環境のも

と、当社は「女性の笑顔でいっぱいに　A Sea of Smiling Women」をビジョンに掲げて、女性の一生をサポー

トするための情報発信を軸とした事業をメインに、産婦人科や不妊治療施設など全国の医療機関向けにITを介

したソリューションを提供する事業を展開しております。

　こうした取り組みの結果、当第１四半期累計期間の売上高は305,762千円（前年同期比16.6%増）、売上総利

益は203,899千円（前年同期比12.5%増）、営業利益は19,544千円（前年同期比142.6%増）となり、経常利益は

19,369千円（前年同期比146.1%増）、四半期純利益は11,769千円（前年同期比187.0%増）となりました。

 

　セグメント別の状況は次のとおりであります。

　なお、当第１四半期会計期間より報告セグメントを事業の実態に即して、従来の「産婦人科向け事業」から

「医療法人向け事業」にセグメント名を変更しております。これは、これまでの産婦人科施設及びクリニック

に加えて、様々な医療機関へ領域を拡大したことによります。

 

（メディア事業）

　メディア事業は、「妊娠・出産・育児」領域の専門サイト「ベビーカレンダー」及び「ムーンカレン

ダー」「ウーマンカレンダー」「介護カレンダー」の運営を行い、①PV連動型広告、②タイアップ広告、③

成果報酬型広告の３つの活動をしてまいりました。当社運営サイト「ベビーカレンダー」はPV数及びUU数と

もに計画通りに順調に推移しております。また、累積の登録会員数が増加するなど認知度がアップしたこと

により、広告販売枠も伸長しております。

　この結果、同セグメントの売上高は206,410千円（前年同期比1.7%増）、セグメント利益は55,442千円

（前年同期比9.1%減）となりました。

 

（医療法人向け事業）

　医療法人向け事業は、医療機関が抱える様々な課題に対して、「ベビーパッドシリーズ」、「エコー動画

館」、「かんたん診察予約システム」、「おぎゃー写真館・動画館」及び「ホームページ制作」といった、

ITを介したソリューションの拡販を継続しております。今期は「エコー動画館」に特に注力し、主力サービ

スの「ベビーパッドシリーズ」と並ぶよう拡販を進めております。

 

（２）財政状態の状況

（資産）

　流動資産は、前事業年度末に比べ3,382千円増加し、929,183千円となりました。これは、主に売掛金が

22,101千円増加した一方で、１年内返済予定の長期借入金の返済により現金及び預金が12,873千円減少した

ことによるものであります。

 

　固定資産は、前事業年度末に比べ7,448千円減少し、196,661千円となりました。これは、主に減価償却に

より無形固定資産が8,461千円減少したことによるものであります。

　この結果、総資産は4,066千円減少し、1,125,844千円となりました。

 

（負債）

　流動負債は、前事業年度末に比べ17,933千円増加し、227,267千円となりました。これは、主に１年内返

済予定の長期借入金が3,312千円減少したものの流動負債のその他に含まれる前受金が10,321千円、未払消

費税が11,888千円増加したことによるものであります。

　固定負債は、前事業年度末に比べ33,530千円減少し、81,500千円となりました。これは、主に長期借入金

33,467千円を１年内返済予定の長期借入金に振替えたことによるものであります。

EDINET提出書類

株式会社ベビーカレンダー(E36431)

四半期報告書

 4/18



　この結果、負債合計は前事業年度末に比べて15,596千円減少し、308,768千円となりました。

 

（純資産）

　純資産合計は、前事業年度末に比べ11,530千円増加し、817,076千円となりました。これは、主に四半期

純利益の計上により利益剰余金を11,769千円計上したことによるものであります。

 

（３）経営方針・経営戦略等

　当第１四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありませ

ん。

 

（４）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第１四半期累計期間において、優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はありま

せん。

 

（５）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

（６）従業員数

　当第１四半期累計期間において、従業員数の著しい増減はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ベビーカレンダー(E36431)

四半期報告書

 5/18



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 2,972,000

計 2,972,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2023年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（2023年５月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 941,700 941,700
東京証券取引所

グロース市場

権利内容に何ら限定の

ない当社における標準

となる株式であり、単

元株式数は100株であ

ります。

計 941,700 941,700 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、2023年５月１日からこの四半期報告書提出日現在までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

2023年１月１日～

2023年３月31日
- 941,700 - 285,030 - 315,033

 

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2023年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 40,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 899,800 8,998

権利内容に何ら限定のない当社

における標準となる株式で単元

株式数は100株であります。

単元未満株式 普通株式 1,900 － －

発行済株式総数  941,700 － －

総株主の議決権  － 8,998 －

（注）　当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（2022年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

②【自己株式等】

　2023年３月31日現在

所有者の氏名

又は名称
所有者の住所

自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数

の合計（株）

発行済み株式総数

に対する所有株式

数の割合（%）

株式会社ベビー

カレンダー

東京都渋谷区代々木

一丁目38番２号
40,000 － 40,000 4.25

計 － 40,000 － 40,000 4.25

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令第

63号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（2023年１月１日から2023年

３月31日まで）及び第１四半期累計期間（2023年１月１日から2023年３月31日まで）に係る四半期財務諸表につ

いて、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(2022年12月31日)
当第１四半期会計期間
(2023年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 716,414 703,540

売掛金 151,293 173,394

貯蔵品 27,968 30,701

その他 31,188 22,591

貸倒引当金 △1,063 △1,044

流動資産合計 925,800 929,183

固定資産   

有形固定資産 7,272 8,533

無形固定資産   

ソフトウエア 131,778 126,533

その他 26,856 23,640

無形固定資産合計 158,635 150,174

投資その他の資産   

その他 41,441 41,193

貸倒引当金 △3,239 △3,239

投資その他の資産合計 38,201 37,954

固定資産合計 204,110 196,661

資産合計 1,129,910 1,125,844

負債の部   

流動負債   

買掛金 24,458 27,735

１年内返済予定の長期借入金 103,580 100,268

未払法人税等 － 111

その他 81,295 99,152

流動負債合計 209,334 227,267

固定負債   

長期借入金 107,864 74,397

資産除去債務 7,081 7,103

その他 85 -

固定負債合計 115,031 81,500

負債合計 324,365 308,768

純資産の部   

株主資本   

資本金 285,030 285,030

資本剰余金 415,626 415,626

利益剰余金 197,930 209,699

自己株式 △91,957 △91,957

株主資本合計 806,629 818,398

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △1,083 △1,322

評価・換算差額等合計 △1,083 △1,322

純資産合計 805,545 817,076

負債純資産合計 1,129,910 1,125,844
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（２）【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第１四半期累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年３月31日)

 当第１四半期累計期間
(自　2023年１月１日
　至　2023年３月31日)

売上高 262,102 305,762

売上原価 80,927 101,863

売上総利益 181,174 203,899

販売費及び一般管理費 173,121 184,355

営業利益 8,053 19,544

営業外収益   

受取利息 3 3

その他 44 －

営業外収益合計 48 3

営業外費用   

支払利息 223 178

その他 8 －

営業外費用合計 231 178

経常利益 7,869 19,369

税引前四半期純利益 7,869 19,369

法人税、住民税及び事業税 416 7,590

法人税等調整額 3,353 9

法人税等合計 3,769 7,599

四半期純利益 4,099 11,769
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価

算定会計基準適用指針」という。）を当第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第

27-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわ

たって適用することといたしました。この変更による四半期財務諸表への影響はありません。

 

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関する会計上の見積り）

　前事業年度の有価証券報告書の(追加情報)に記載した、新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関する仮定

及び会計上の見積りについて、重要な変更はありません。

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計

期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおり

であります。

 
前第１四半期累計期間
（自　2022年１月１日
至　2022年３月31日）

当第１四半期累計期間
（自　2023年１月１日
至　2023年３月31日）

減価償却費 5,305千円 9,317千円

のれんの償却額 2,944 2,944

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　2022年１月１日　至　2022年３月31日）

１．配当金支払額

　該当事項はありません。

 

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後

となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　2023年１月１日　至　2023年３月31日）

１．配当金支払額

　該当事項はありません。

 

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後

となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　2022年１月１日　至　2022年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

   （単位：千円）

 報告セグメント

合計
 メディア事業 医療法人向け事業

売上高    

顧客との契約から生じる収益 202,778 32,661 235,439

その他の収益 － 26,662 26,662

外部顧客への売上高 202,778 59,323 262,102

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － －

計 202,778 59,323 262,102

セグメント利益又は損失（△） 60,994 △4,334 56,660

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 56,660

のれん償却額 △2,944

全社費用（注） △45,662

四半期損益計算書の営業利益 8,053

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

　当社の報告セグメントは、従来「メディア事業」「産婦人科向け事業」「Webマーケティング事業」に

区分しておりましたが、当第１四半期会計期間より「メディア事業」「産婦人科向け事業」に変更してお

ります。これは「産婦人科向け事業」「Webマーケティング事業」ともに主として医療機関向けのサービ

スを提供していることから、今後の事業展開を見据え、事業実態に即して報告セグメントを変更するもの

であります。
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Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　2023年１月１日　至　2023年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

   （単位：千円）

 報告セグメント

合計
 メディア事業 医療法人向け事業

売上高    

顧客との契約から生じる収益 206,410 30,765 237,175

その他の収益 － 68,587 68,587

外部顧客への売上高 206,410 99,352 305,762

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － －

計 206,410 99,352 305,762

セグメント利益又は損失（△） 55,442 24,104 79,547

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 79,547

のれん償却額 △2,944

全社費用（注） △57,058

四半期損益計算書の営業利益 19,544

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

　当社の報告セグメントは、従来「メディア事業」「産婦人科向け事業」に区分しておりましたが、当第

１四半期会計期間より「産婦人科向け事業」の名称を「医療法人向け事業」に変更しております。これは

「医療法人向け事業」のサービスは、産婦人科のみならず様々な医療機関向けへと拡大していることか

ら、事業実態に即して報告セグメントの名称を変更するものであります。

　なお、前第１四半期累計期間のセグメント情報については、変更後の区分により作成したものを記載し

ております。
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（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」記載のとおりでありま

す。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以

下のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自　2022年１月１日
至　2022年３月31日）

当第１四半期累計期間
（自　2023年１月１日
至　2023年３月31日）

（１）１株当たり四半期純利益 4円43銭 13円05銭

　（算定上の基礎）   

　　四半期純利益（千円） 4,099 11,769

　　普通株主に帰属しない金額（千円） － －

　　普通株式に係る四半期純利益（千円） 4,099 11,769

　　普通株式の期中平均株式数（株） 923,700 901,668

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 4円22銭 12円72銭

　　（算定上の基礎）   

　　四半期純利益調整額（千円） － －

　　普通株式増加数（株） 46,229 23,023

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前

事業年度末から重要な変動があったものの概要

－ －

 

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2023年５月12日

株式会社ベビーカレンダー

取締役会　御中

 

東　陽　監　査　法　人

東京事務所

 

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 玉　 川 　 聡

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 重　松　あき子

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ベビー

カレンダーの2023年１月１日から2023年12月31日までの第33期事業年度の第１四半期会計期間（2023年１月１日から2023

年３月31日まで）及び第１四半期累計期間（2023年１月１日から2023年３月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ベビーカレンダーの2023年３月31日現在の財政状態及び同日をもって

終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められな

かった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任」に

記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人

としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断してい

る。

 

四半期財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切である

かどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関する

事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認め
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られる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論

付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期財

務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切でない場合

は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、四半期レ

ビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなく

なる可能性がある。

・　四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準

拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務諸表の表示、

構成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認めら

れないかどうかを評価する。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　　上

 

（注）　１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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